
日　　時：平成28年4月24日・5月22日・6月26日・7月24日・9月25日
　　　　　各日共午後1時～午後5時30分
会　　場：東邦大学薬学部大講義室（千葉県船橋市三山2-2-1）
　　　　　JR総武線津田沼駅北口④乗場バス10分（東邦大学
　　　　　前下車）京成本線京成大久保駅下車徒歩10分

東邦大学 薬学部 薬剤師生涯学習講座
平成28年度上期プログラムのご案内
（薬剤師認定制度認証機構認証：東邦大学薬学部認証番号G02）

〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1　東邦大学薬学部　臨床薬学研修センター 生涯学習認定制度委員会事務局
TEL. 047-472-1263　FAX. 047-472-1596  Eメール info-cptc@phar.toho-u.ac.jp
※詳細についてはホームページにてご確認ください http://cptc.phar.toho-u.ac.jp/

メインテーマ：「高齢者における薬物療法」－

お問合せ
お申込み

主　　催：東邦大学薬学部
受 講 料：5回15,000円（3月末日まで12,000円にて受付いたします。5回継続の受講を事前
　　　　　　  受付いたします。継続お申込みの方には講演資料を事前にお届けします）
当日申込：1回3,000円
取得単位：1日につき3単位

◎「認知症もある」時代の薬物療法
　地方独立行政法人　東京都健康長寿医療センター神経内科 医　　長　金田　大太　先生
◎高齢者の薬物療法における薬剤師の役割（仮題）
　地方独立行政法人　東京都健康長寿医療センター薬剤科 薬剤科長　森　　淑子　先生

4月24日（日）
「総論」

◎認知症500万人時代：じぶん事としての認知症
　東京医科歯科大学医学部特任教授・筑波大学名誉教授
　医療法人社団創知会メモリークリニックお茶の水 理事長・院長　朝田　　隆　先生
◎アルツハイマー型認知症の薬物治療における薬学的管理
　東邦大学薬学部臨床薬学研究室 教　　授　吉尾　　隆　先生

5月22日（日）
「アルツハイマー型認知症」

◎加齢に伴う眼疾患
　東邦大学医療センター大森病院眼科 教　　授　堀　　裕一　先生
◎眼疾患における薬学的管理
　東邦大学医療センター大森病院薬剤部 志村　翔大　先生

6月26日（日）
「眼疾患」

◎「皮膚のアレルギー・・その検索と対策」「皮膚の老化をどう防ぐ・・加齢に伴う皮膚疾患」
　東邦大学医療センター大森病院皮膚科 教　　授　関東　裕美　先生
◎加齢に伴う皮膚の変化（仮題）
　一心堂薬局 佐藤　勝利　先生

7月24日（日）
「皮膚疾患」

◎高齢者の安全な薬物療法ガイドライン
　東京大学大学院医学系研究科加齢医学
　東京大学医学部附属病院老年病科 教　　授　秋下　雅弘　先生
◎大学病院におけるポリファーマシー対策と、薬剤師の存在意義（仮題）
　神戸大学医学部附属病院薬剤部 教授・薬剤部長　平井みどり　先生

9月25日（日）
「ポリファーマシー」

※ 講師並びに内容は一部変更となる場合があります。

〒274-8510　千葉県船橋市三山2-2-1　東邦大学薬学部　臨床薬学研修センター 生涯学習認定制度委員会事務局
TEL. 047-472-1263　FAX. 047-472-1596  Eメール info-cptc@phar.toho-u.ac.jp
※詳細についてはホームページにてご確認ください http://cptc.phar.toho-u.ac.jp/

お問合せ
お申込み

講　　師：永和堂薬局　　　　 　医学博士　 松永　樹浩　先生
　　　　　東邦大学薬学部　　 　教授　　　 小池　一男　先生
　　　　　東邦大学医療センター佐倉病院     佐藤　直子　先生
日　　時：平成28年4月10日（日）、5月8日（日）、6月5日（日）、7月3日（日）、
　　　　　9月4日（日）　各日共　午後1時～午後5時30分（予定）
会　　場：東邦大学薬学部講義室　〒274－8510　船橋市三山 2－2－1
　　　　　JR総武線津田沼駅北口④乗場バス 10分（東邦大学前下車）
　　　　　京成本線京成大久保駅下車徒歩 10分
主　　催：東邦大学薬学部
受 講 料：22,000 円（5回講座、テキスト代込み）
定　　員：40名（先着順受付）
取得単位：1日につき 3単位（薬剤師認定制度認証機構認証単位）

平成28年度上期 実践漢方講座開講のご案内
薬剤師・医師のための中医学基本講座
◎身近な実例から中医学の基本を学ぶ
①中医学は長い歴史によって裏づけされた，とても実践的で理論的な学問体系をも
つ医学です。
②中医学は人の健康を守るため、生活と密着した学問で、誰にでも簡単に習得でき
る学問です。しかし、何十年勉強しても習得できない人もいます。その違いは、中
医学の基本知識をよく理解するかどうかです。理解すれば、今日勉強した内容は
明日から使え、日常の臨床や病気の予防で役に立ちます。

②中医学は医学も薬学も同じ理論で、臨床上の治療面だけではなく、日常の生活で
出会う様々なことから説明、理解できる学問です。
　本講座では実例を通して中医学の基本理論を解説します。

（薬剤師認定制度認証機構認証：東邦大学薬学部認証番号G02）

日　　時：下記日程の通り、各日共に午後 1時～午後 5時 30分

平成28年度上半期  植物療法実践講座

①　4月24日（日）　「香りの科学，香りの生理学」
②　5月22日（日）　「統合医療における植物療法」
③　6月26日（日）　「薬剤師による植物療法」
④　7月24日（日）　「医師による植物療法」
⑤　9月25日（日）　「看護師・保健師による植物療法」

　本講座では主に医療職を対象にして、相補・代替療法のひとつである植物療法を体系的、
実践的に学習します。今回は、植物療法の一つであるアロマセラピー（芳香療法）を中心に、そ
の科学的理論を学ぶと共に、各医療従事者の臨床応用を踏まえた具体例を取り上げます。

講師（敬称略・五十音順）
岡村　麻子（つくばセントラル病院　医師）
小池　一男（東邦大学薬学部　生薬学教室　教授）
今　　知美（グリーンフラスコ研究所　保健師）
佐藤　忠章（東邦大学薬学部　生薬学教室　准教授）
佐藤　玲子（湘南ホスピタル薬剤科　薬剤師）
佐野　孝太（曽田香料株式会社　常任理事）
新川　宏美（Voix de Foret 代表　看護師）
林　真一郎（グリーンフラスコ代表取締役）
増尾　好則（東邦大学理学部生物学科　神経科学研究室　教授）
村上　志緒（トトラボ代表取締役）
山本百合子（山本記念病院　医師）

薬剤師・医師・看護師のための臨床におけるアロマセラピー～ キュアからケアへ ～

会　　場：東邦大学薬学部講義室
受 講 料：22,000 円（5回講座、実習費用含む、事前申込に限る）
定　　員：80名（先着順受付）
取得単位：1日につき3単位（薬剤師認定制度認証機構認証単位/東邦大学G02）


